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　新緑がまぶしい季節となりました。いかがお過ごしでしょうか。
　皆さま、「育児休業（休暇）」をご存知でしょうか。
　育児休業（休暇）とは、1991 年に制定された育児・介護休業法に基づいて、子供を養育する労働者が取得でき
る休業のことであり、男女関係なく取得することができる制度です。
　私自身、今年の１月に新しい家族を迎えることができました。諸事情により、妻は里帰りをせずに、夫婦のみ
で育児をする選択をしました。職場のみなさんの協力のおかげで、男性としては前例のない育児休業を１ヵ月取
らせてもらうことができました。育児休業を取らせてもらったおかげで、初めての育児に戸惑いながらも、妻と
協力し、心に余裕を持ちながら育児をすることができました。妻が里帰りをしない場合、夫は生涯に１度か２度
であろう（人によっては３度、４度か）超新生児期のわが子に触れることができます。大変貴重な体験です。そ
して驚いたことに、辛い時期を一緒に乗り越えたからか、妻からの評価が知らぬ間に上がっていました。まだま
だ育児１年生ですが、父として、夫として、医療従事者として成長していけたらと思います。 （ぽんちゃむ）
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お詫びと訂正
　この度は、第 31 回埼玉県診療放射線技師学術大会の一般演題にご応募いただきましてありがとうございます。
　2017 年 1 月発行（第 65 巻第 1 号通巻第 247 号）の「埼玉放射線」一般演題抄録集に、システムエラーに伴う第 2 演者
（共同演者）名の未掲載という事象がありました。
　対策として、学術大会当日に、第 2 演者（共同演者）名も含めた抄録集を配布させていただきましたが、今後はこのよ
うなことのないよう、細心の注意を心掛けてまいります。
　関係者の皆さまには、大変ご迷惑をお掛けしました事を深くお詫び申し上げます。
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